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【Aug.23】

中高生がプロデュースする児童館「ラフラフ」が

オープン！

【Dec.20】

来館者がのべ10,000人を達成！

【Apr. 4】

来館者がのべ100,000人を達成！

2019
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【Aug.23】

ラフラフ5th anniversary
2025

新児童館

ティーンズ

検討委員会

ミーティング

オープニング

       イベント

来館者10,000人

到達記念セレモニー

来館者100,000人

到達記念セレモニー

西日本で唯一選ばれました！

【Jan.15】

オンライン設備の導入により

ラフラフ初のオンラインイベントや交流会を開催

出張！

ラフラフ科学実験教室

（久井町）

オンラインイベント

「おうちでラフラフ」

「2021全国児童館実態調査」

（一般財団法人児童健全育成推進財団が

R３年度に厚生労働省の補助事業として実施)

ラフラフの中高生対象の取組が

効果的な事例として紹介！

【Jul.22】

ラフラフから地域へ！ おでかけ児童館がスタート

ラフラフには施設を一緒に運営してくれる大切な仲間がいます。

中高生のグループ「ティーンズスタッフ」は

いつもラフラフの中心にいて、多くの世代を繋いでくれます。

小学生のグループ「きっずスタッフ」は

三原のおまつりを取材したり、歴史の魅力を発信したりと

地域のみなさんからオファーをいただいて活動することも多くなりました。

令和２年にラフラフがオープンしてから、ちょうど１年が過ぎたころ

緊急事態宣言で臨時休館中のラフラフに

ママ達から連絡をいただくことがありました。

「またみんなが集まれるようになったら、1周年のイベントをしよう」

いつもラフラフを利用してくれているママやパパが

ちょっぴり遅めの１周年のお誕生日イベントを開催してくれました。

このイベントをきっかけに

保護者、ティーンズスタッフの卒業生たちが

気軽に参加して活動するグループ「ラフラフサポーターズ」が誕生しました。

令和４年

ラフラフで活動していた県立広島大学の学生が

大学生もラフラフに関わることができるようにと

三原キャンパスの学生が参加するグループ

「ユニスタッフ」を結成してくれました。

令和５年

長引くコロナ禍で苦しそうに子育てをしながら

出会った人との日常の会話さえ苦手になっていたママ達が

気軽に交流できるコミュニティをつくりたい

それがあかちゃんスタッフ結成のきっかけとなりました。

こうした５つのグループ、総勢200人以上のボランティアのみなさんが

互いに交流しながらラフラフを盛り上げてくれています。

「ファミリー・サポート・センター」には、あたたかいつながりが広がっています。

ボランティアのみなさん

ラフラフを利用してくれているこども達や保護者のみなさん、地域のみなさん…

その誰か一人欠けていても、現在のラフラフの日常はありません。

令和７年８月、ラフラフは５周年を迎えます。

オープン時には、ほんのり木の香りがしていたまっさらなラフラフは

５年の時の経過とともに

たくさんの出会いを重ねながら思い出を刻んでいます。

これからもこども達の成長を見守り、さまざまな経験や挑戦を応援します。

出会った人を大切に。

いただいたご縁に感謝をして。

６年目のラフラフも、どうぞよろしくお願いします。

令和７年

三原市児童館「ラフラフ」

ラフラフ 5th anniversary

timeline

【Feb.２】

新児童館をプロデュースする

中高生のグループ

「新児童館ティーンズ検討委員会」 結成

三原市児童館「ラフラフ」

〒723-0014

    三原市城町一丁目2－1 ペアシティ三原西館２F 南側

    TEL&FAX 0848-67-1123

   開館時間/10：00～19：00 休館日/毎週火曜日 お盆 年末年始

ラフラフ 5th anniversary

Thank you as always…

ラフラフ 5th anniversary



HELLO! anniversary    令和７年８月23日、ラフラフは5周年を迎えます

子育ては大変で疲れるものだろうと思っていた。

実際はそれ以上に幸せそうだと感じた。

周りの人が関わって、みんなで分かち合いながら

子育てをするのだと思った。

三原高校 堅志学

                        三原すくすくプロジェクト 高2

はじめて出会ったときは

ハイハイだったあかちゃんが

久しぶりに会った時には

歩けるようになっていた。

こどもの成長のスピードに驚いた。

三原高校 堅志学

三原すくすくプロジェクト 高2

三原
市ふるさと大使

「
にゃ

んたぶ
ぅ」とあそぼう！

高校の授業でラフラフに出会い、オープンにも関わりました。

大学生の間もボランティアを続け、ラフラフの取組を参考に

「保育所における保護者への子育て支援」をテーマに

卒業研究を行いました。

保育士になる夢を叶え、広島市の保育所に就職しました。

ティーンズスタッフ卒業生

子育てに孤独を感じることもありましたが

世代を超えた出会いや、貴重な体験ができる場所。

これからもっと素敵な出会いがありますように。

あかちゃんスタッフ

「Studioラフラフ」は、ママが手づくりする

フォトブースや撮影小物が人気のイベントです。

笑った顔も 泣いた顔も 怒った顔も…

全てが今しか見ることができない愛しい瞬間！

みんなで一緒に写真に残しませんか？

あかちゃんスタッフ

「みはら歴史と観光の会」のみなさんに

私達がいつも歩いている道には

たくさんの標柱があることを

教えてもらいました。

豊臣秀吉や徳川家康など

歴史上の有名な人が三原に来ていて

三原城はすごかったんだなと思いました。

きっずスタッフ 小5

三原には多くの寺社や史跡があり

そのひとつひとつには大切にしたい歴史があります。

三原の歴史を伝え、文化財の保存や手入れの難しさを

私たちのような若い世代が関心を持ち

伝えることは大変意義があると思っています。

ティーンズスタッフ 高３

はじめは恥ずかしがっていた子が

笑いかけてくれたり

保護者の方から

「ありがとう」と言ってもらえた時に

やりがいを感じます。

ユニスタッフ 大学生

高校生のときにユニスタッフから

大学の話などを教えてもらいました。

今は私から後輩ティーンズへ

経験を伝える立場となりました。

ラフラフでいろいろなことに挑戦することで

自分の強みを見つけることができたと思います。

ユニスタッフ 大学生

■研究論文の発表

ラフラフで活動する県立広島大学保健福祉学部作業療法学コースの学生（当時）が論文を執筆しました。

ラフラフが高校生にとって「ありのままでいられる感覚」や「役に立っていると思える感覚」を得られる

居場所となっていること、

高校生が周りの仲間や職員とのつながり（空間的つながり）、

希望する進路や自身の成長といった

将来へのつながり（時間的つながり）を

感じていることを明らかにしています。

論文：「児童館でボランティア活動をする高校生の作業経験」

著者： 磯野 早織（責任著者）、高木雅之

掲載： 日本作業科学研究会機関誌「作業科学研究」

       2024年18巻1号p.76-82

パパSunday

パパ
達によるお楽しみ会

ラフラフには少し懐かしさを感じるような地域のつながりがあります。

関東から家族で三原市へ移住するきっかけになったのも

三原市の子育て環境の良さがあります。わが子も三原のこども達も

みんなで一緒におおきくなあれ！ 保護者

ラフラフお誕生日イベ
ント

HELLO！アニバーサリ
ー

ふゆのラフラフ文化
祭

私たちでは思いつかないような発想で

こども達に驚かされることがあります。

様々な可能性や気づきを

こども達から教えてもらっています。

ティーンズスタッフ 高３

ユニスタッフと高校生の交流会

知らない人と交流したり、やったことがないことを経験できるのが楽しい！

みんなでいろいろなことをやってみたい！ きっずスタッフ 小４

いろいろな世代や、ほかの学校の人と一緒に

学校では経験できないことができるのが楽しい！

積極的に人と話せるようになったと思う。

ティーンズスタッフ 中３

大学では児童福祉を学んでいます。

こどもや地域の人に長く関わることができる

「児童館職員」の仕事に魅力を感じています。

ティーンズスタッフ卒業生

あかちゃんスタッフ

抱っこ de ダンサーズ

ファミサポを利用したことが

依頼会員の方とお子さんにとって

良い思い出となりますように。

ファミサポ提供会員

はじめての不安な子育てを

手助けしてもらったり

親身になってくれる人が

いるということが

とても心強く嬉しい出会いでした。

                  ファミサポ依頼会員

ラフラフteens塾

第４
区民生委員・児童委員

夏の
午後

の“ぷらっと”たいむ

高校生の私からこども達に伝えたいこと

「失敗は宝物だよ」 ティーンズスタッフ 高３

母
推さ

んとあそぼう！

寺社めぐり「お殿様のお散歩」

保護者の方とも交流する機会があり

多くの学びを得ることができます。

会うたびに大きくなる

こども達を見るのがとても嬉しく

楽しみながら活動しています。

ユニスタッフ 大学生

「ふゆのラフラフ文化祭」では

多種多様なステージ発表や

展示発表のほか

みんなで一緒に歌ったり…

心に残るイベントになりました。

県立広島大学

作業療法学コース

地域作業療法学 「地域プロジェクト」

大学生

ラフラフは私達の

「やりたい」が叶う場所。

こども達と関わりながら

自分のスキルアップにも

つながっていると思う。

ティーンズスタッフ 高３

おでかけ児童館

「出張！科学実験教室」

ユニスタッフ「読みかたり」

ファミサポ交流イベント

「提供会員さんとあそぼう」

高校生とレッツダンス♪

ラフラフの日常～ラフラフ日記更新中～

あ
かち

ゃん
スタッフ主催イベント

Studi
oラフラフ

ちょこっとteens

■ラフラフを利用してくれるこども達や保護者のみなさん

■ラフラフの活動を応援してくれる地域のみなさん

■あかちゃんスタッフ (0～３歳児と保護者)

■きっずスタッフ (小学３～６年生）

■ティーンズスタッフ(中・高校生世代）
Thank you as always

■ユニスタッフ (県立広島大学三原キャンパスに通う学生）

■サポーターズ

（ティーンズスタッフ卒業生・ラフラフを利用してくれている保護者ほか）

小3の時にきっずスタッフに

なって７年

今までしたことのないような

体験がたくさんできました。

すごく楽しい！

ティーンズスタッフ 中３

若い世代に、あかちゃんがかわいいということだけでなく

ママ達も子育てを楽しみながら、自分を大切にしていることを伝えたい。

あかちゃんスタッフ

ラフラフで出会う学生のみなさんに、わが子が成長した姿を思い重ねることが

あります。ラフラフの世代を超えたつながりが好きなので、こども達が集まって

みんなでワイワイしている感じがラフラフらしくて癒されます。 保護者

こども達が多くの人と関わりながら

様々なことを体験できるのが

ラフラフの魅力だと感じています。

ラフラフでの交流を通じて

豊かな心を育ててほしいと願っています。

保護者

ラフラフDaily Life
ティーンズのお姉ちゃん、お兄ちゃんみたいになりたいと

思ってきっずスタッフを４年間頑張りました。

今年からティーンズスタッフになって、今までたくさん

してもらったことを、今度は私がみんなにしてあげる番。

ドキドキとワクワク！とても楽しみです。

ティーンズスタッフ 中１

Search みはら子育てねっと

高校生とクッキング

こどもがあかちゃんの時に出会った児童館

親としての経験、たくさんの輪が広がった乳児期

こどもと一緒に様々な経験をした幼児期

こども達は成長して、ぞれぞれきっずスタッフ

ティーンズスタッフになりました。

親の私はサポーターズとして

これからもこども達と楽しみを共有したい。

出会いがずっと繋がっていくラフラフで

子育てを楽しんでいます。 保護者

国際
交流員とあそぼう！

み
んな

でできる海外のあそび
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